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あらまし：プログラミング実習科目のデジタル教科書を作成，それを用いて授業を行った．デジタル教科

書を使用した授業と使用しなかった授業について，授業満足度（5点法）と定期試験の平均値を比較した．

その結果，デジタル教科書を使用した授業は，使用しなかった授業より授業満足度が上がった一方, 定期

試験の結果には変化が見られないことがわかった．更に，デジタル教科書と Moodleの小テスト（多肢選

択問題など）を併用した授業との比較を行った．その結果，Moodle の小テストを併用した授業では，授

業満足度においてよい評価を保ったまま，定期試験の平均値を上げることができた． 
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1. はじめに 

筆者はこれまで，情報リテラシ，プログラミング

などの授業におけるタブレット端末（iPad）の利用

法を検討してきた．まず，タブレット端末を LMS

（Moodle）の端末として使用する授業を行った．

LMS の端末としては，PC やスマートフォンよりも

入力が困難であると考える学生が多いことがわかっ

た(1)．次にその点を踏まえ，表計算入門の授業（PC

と iPad の併用授業）において iPad を動画ビューワ

として用いた．表計算やグラフ作成の課題に対する

解法例の動画を作成して iPad に組み込み，授業中の

個別実技指導の代替措置とした（学生のその他の活

動，Excel 及び Moodle 利用などは PC で行われた）．

学生アンケートの結果，解法例の動画は好評であり，

妥当な使い方の１つであると認識するに至った(2)．

本稿ではこれらの活動の延長線として，デジタル教

科書を取り上げる．初等・中等教育では当面，紙教

科書と同一内容のデジタル教科書を併用する方針で

ある(3)が，何はデジタル教科書による学びが定着し，

それが自然体の学生が入学してくる。一方，大学教

育におけるデジタル教科書の授業実践はまだ始まっ

たばかりである．デジタル教科書をどう作ればよい

のか，授業において非デジタル要素（ICT を使わな

い教育）をどう組み合わせればよいのか，大学生を

対象とするデジタル教科書の制作と授業実践に関す

る具体的な知見を集積していく必要がある．筆者は

その一助となることを目指し，読み手である大学生

の意見を取り入れながら，デジタル教科書を作成し，

それを用いた授業を実践している．2015年度秋学期

にはその第１段として，筆者の担当科目であるプロ

グラミング関連 3 科目のデジタル教科書を自作，授

業で用いた．学生アンケートの結果，「デジタル教科

書の使用に楽しさを感じている」，「学習意欲・理解

度が増した」，「デジタル教科書は必要である」など，

好評を得た(4)．本稿では，デジタル教科書の使用／

不使用， Moodle 小テストの使用／不使用による授

業満足度（5点法），成績（GPA，定期試験）の違い

など，授業改善効果について報告する． 

 

2. 授業とデジタル教科書の内容 

WEB クリエイション入門（HTML・CSS 入門），

WEB クリエイション（JavaScript 入門），プログラミ

ング基礎（Java 言語によるプログラミング入門）に

対して，iBooks Author を用いて，iBooks 形式のデジ

タル教科書を自作した。2015 年度秋学期，2016年度

春学期の毎回の授業において，学生一人ひとりにそ

れぞれ一台 iPad を貸与して，デジタル教科書を使用

させた。授業は文法等についての説明，例題（解法

実演），学生による課題取組みの 3パートを終了時間

まで繰り返す。デジタル教科書も基本的には，この

流れに沿うように構成されている。デジタル教科書

の利用以外の活動（プログラミングや Moodle の利

用）はすべて PC で行われた。 

 

3. 授業の満足度と成績 

 以下，科目別に授業改善効果を報告する。 

3.1 WEBクリエイション入門 

Web クリエイション入門は 2015 年度春学期と秋

学期，2016年度春学期でほぼ同一の授業内容（担当

は何も筆者）であり，ほぼ同等の試験問題（100 点

満点）を用いて定期試験を行った。それら 3 回の定

期試験は，Moodleの小テスト機能による多肢選択問

題等によって構成される自動採点方式のオンライン

試験（PC室実施）であり，採点のあいまいさは存在

しない。違いは，2015 年度春学期の授業では Moodle

上の PDF 教科書（内容はデジタル教科書と同一）を
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用い，秋学期の授業では iPad のデジタル教科書を用

いたこと，2016 年度春学期はデジタル教科書の使用

に加え Moodle 上の小テストを学期中７回実施した

ことである。3 学期の授業の満足度評価，定期試験

の平均値について表 3.1 の結果を得た。授業の満足

度評価の平均値は，質問「総合的に評価すると，こ

の授業を受けて満足した」への 5 点法による回答の

平均値である。結果として，デジタル教科書を使用

したクラス（2015秋，2016 春）は，使用しなかった

クラス（2015春）よりも，授業満足度の平均値が有

意に高い値であったが，Moodle 小テスト不実施のク

ラス（2015春，秋）間では，定期試験の平均値に有

意差は認められなかった。一方，デジタル教科書と

Moodle 小テストを併用したクラス（2016 春）は，

デジタル教科書不使用のクラス（2015春）よりも授

業満足度が有意に高く，Moodle 小テスト不実施のク

ラス（2015春，2015秋）よりも定期試験の平均値が

有意に高い値であった。 

3.2 WEBクリエイション 

Web クリエイションは 2015 年度春学期とそれ以

降で授業内容が異なる。また，2015 年度春学期はデ

ジタル教科書を使用していないが，2015年度秋学期

はデジタル教科書を使用した。また，どちらの学期

も Moodle の小テストは実施していない。授業の満

足度の平均値と科目 GPA（S=4, S=3, B=2, C=1, D=0, 

E=0 として算出）を表 3.2 に示す。デジタル教科書

を使用したクラス（2015 秋）は，使用しなかったク

ラス（2015春）よりも授業満足度が有意に高い値で

あったが，科目 GPAに有意差は認められなかった。 

3.3 プログラミング基礎 

プログラミング基礎は，2015 年度秋学期と 2016

年度春学期で，ほぼ同一の授業内容（担当は何も筆

者）であり，ほぼ同等の試験問題（100 点満点）で

あった。定期試験は，Moodle の小テスト機能による

多肢選択問題等によって構成される自動採点方式の

オンライン試験（PC 室実施）である。Moodle の小

テストは，2016 年度春学期のみ，学期中に 7回実施

された。授業満足度と定期試験の平均値を表 3.3 に

示す。デジタル教科書と Moodle 小テストを併用し

たクラス（2016 春）とデジタル教科書のみのクラス

（2015秋）の授業満足度には，有意差は認められな

かったが，定期試験の平均値は併用したクラス（2016

春）が有意に高い値であった。 

 

4. まとめ 

 以上は，文献(4)の内容の一部を本発表用にまとめ

たものである。以下の 1），2）の可能性が示唆され

たことが結論である。1）デジタル教科書の使用は授

業の満足度を上げるが，必ずしも学習効果が期待で

きるわけではない．2）Moodle 小テストを併用した

場合には，授業満足度を保ちながら，成績をアップ

させ得る．発表当日は，最新（2017年度春学期）の

実践結果を加えて発表を行う． 

表 3.1 WEBクリエイション入門における授業の満

足度と定期試験の平均値 

学期 2015春 2015秋 2016春 

授業内容と

試験問題 
同一 

デジタル教

科書 
不使用 使用 使用 

授業の満足

度平均値 

3.79

（n=42） 

4.50

（n=28） 

4.51

（n=45） 

Moodle 小

テスト 
不実施 実施 実施 

定期試験平

均値 

54.44

（n=45） 

54.65

（n=40） 

75.94

（n=48） 

 

 

表 3.2 WEBクリエイションにおける授業の満足度

の平均値と科目 GPA 

学期 2015春 2015秋 

授業内容と試験問題 別々 

デジタル教科書 不使用 使用 

授業の満足度平均値 
4.03

（n=38） 

4.62

（n=21） 

Moodle小テスト 不実施 

科目 GPA（定期試験

欠席者を除く） 

3.09

（n=43） 

2.75

（n=28） 

 

 

表 3.3 プログラミング基礎における授業の満足度

と定期試験の平均値 

学期 2015秋 2016春 

授業内容と試験問題 同一 

デジタル教科書 使用 使用 

授業の満足度平均値 
4.28 

（n=29） 

4.35 

（n=43） 

Moodle小テスト 不実施 実施 

定期試験平均値 
58.48

（n=40） 

65.69

（n=47） 
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